
環境活動キャンペーン『プラスチックゼロ昼⾷の⽇ in JAPAN』を開催！
〜ニューヨークの「PLASTIC FREE LUNCH DAY」との同時開催〜

2022年5月8日

株式会社スコープ（本社：東京都千代⽥区、代表取締役社⻑：横⼭ 繁）は、5/16（月）のニューヨーク市内

の500を超える学校で⼀⻫に実施される「プラスチック・フリーランチ・デー」の意義に賛同し、オンラインに

よる環境活動キャンペーン 『プラスチックゼロ昼食の日』 を開催いたします。

映画「マイクロプラスチック・ストーリー〜ぼくらが作る2050年

〜」の中で、ニューヨークの⼦どもたちは⾃分たちの学校で「プラ

スチック・フリーランチ・デー」を⾏い、⼤量の使い捨てプラスチッ

クの削減を成功させました。その後のその⼦どもたちの提案で、

2022年5⽉16⽇（⽉）にニューヨーク市内の500を超える学校

で「プラスチック・フリーランチ・デー」 が⼀⻫に実施される運びと

なりました！

◆キャンペーン開催の主旨

◆『プラスチックゼロ昼⾷の⽇』キャンペーンの概要
クラスや 学校、職場や⾷堂施設、または個⼈で「使い捨てプラスチックゼロの昼⾷」を実施してい

ただき、それを指定のハッシュタグをつけて各種SNSに投稿していただきます。

【期間】 2022年5⽉16⽇(⽉)〜6⽉30⽇(⽊)

ニューヨークでの「プラスチック・フリーランチ・デー 」実施⽇〜環境⽉間終了まで。

【ハッシュタグ】 #plasticfreelunch、#プラスチックゼロ昼⾷の⽇
「#plasticfreelunch」は世界共通で使⽤されます。

【投稿内容】 実施した様⼦の写真や参加した⼈数、

⼯夫したことや、やってみた感想などを⾃由に投稿していただきます。

【告知サイト】 https://sdgs.scope-inc.co.jp/plazero-cam/

【主催】 株式会社スコープ

マイクロプラスチック・ストーリー Ambassadors Japan プロジェクト

キャンペーン⽤ハッシュタグを掲げて世界からの参加を

呼び掛ける、「マイクロプラスチック・ストーリー」の共同
監督兼プロデュサーの佐⽵敦⼦さん（カフェテリア・カル
チャー）とPS15の⽣徒さん

⽇本では、アメリカと⽐較して「プラスチック汚染問題を解決せずに気候危機の解決はありえない」とい

う認識が薄い状況です。そこで、環境活動キャンペーンとして『プラスチックゼロ昼⾷の⽇』を実施すること

で、プラスチック汚染問題を知り、次のアクションにつなげるきっかけとなって、さらに未来を変えるムー

ブメントとして社会に広がることを⽬指します。

このキャンペーンは、「マイクロプラスチック・ストーリー Ambassadors Japan」（株式会社スコープが

企画運営するプロジェクトチーム）が主催するものです。



◆ニューヨーク市内400を超える学校が『プラスチックフリー ランチ』を⼀⻫に実施！

映画「マイクロプラスチック・ストーリー〜ぼくらが作る

2050年〜」の中で、ニューヨークの⼦どもたちは⾃分

たちの学校に「プラスチック・フリーランチ・デー」を提案、

多くの課題を乗り越えながらも多くのの賛同者を増や

し、それを実現させて⼤量の使い捨てプラスチックの削

減を成功させました。映画ではただひとつの学校での

実施でししたが、その後のニューヨーク市の教育委員会

への⼦どもたちの提案が実り、2022年5⽉16⽇（⽉）、

ニューヨーク全市の500を超える学校で「プラスチッ

ク・フリーランチ・デー」が⼀⻫に実施される運びとなり

ました。 この映画を制作したニューヨークのNPO「カ

フェテリア・カルチャー」がニューヨーク市の教育委員会

と⼀緒にこのイベントの中⼼として動き、世界に発信し

ています。

5/16に⾏われるニューヨーク市での

「PLASTIC FREE LUNCH DAY」告知ビデオ
https://vimeo.com/695683120?embe
dded=true&source=vimeo_logo&owne
r=44373371

【映画 『マイクロプラスチック・ストーリー〜ぼくらが作る2050年〜』 】

ニューヨーク、ブルックリンの5年⽣たちが世界的に⼤きなプラスチック汚染問題を学び、彼らの視点で

この問題の根幹が何かを問いただし、解決に向かって⾃分たちのコミュニティーからアクションを広げて

⾏くまでの2年間を追った⻑編ドキュメンタリーです。

原題 : Microplastic Madness（2019年アメリカ制作、76分カラー、⽇本語版字幕）

映画の予告編（⽇本語吹替版） : 

https://www.youtube.com/watch?v=MJUmuAnMk2k&t=6s

映画の公式サイト ： https://www.microplasticstory.org

ニューヨーク市、ブルックリン区のレッドフック地区は過去に⼤型台⾵で影響を受けた、気候変動のフロン

トラインにあります。そこにある⼩学校、Public school15（PS15） の5年⽣は、4年⽣からの2年間、

ニューヨークのNPO、カフェテリア・カルチャーの主導によるプラスチック・フリー特別プログラムでリサー

チやデータ収集を重ね、それを市議会で公表したり、⾃分たちの住む地域で啓発活動を重ねます。そして

プラスチックはごみになってからだけでなく、⽣産の過程でも地球環境を汚染していること、そしてそれが

気候変動に関わっていることを発⾒し、⾃分たちの学校のカフェテリアでアクションを起こし、それを

ニューヨーク市全体に広げて⾏きます。

映画では⼦ども達の素朴な疑問を丁寧に重ねていきながら、専⾨家がそれに答えていき、そしてアニ

メーションをふんだんに使ってこのプラスチック汚染問題を⼦どもから⼤⼈までわかりやすく解き明かし

ていきます。⼦ども達のまっすぐな熱意から希望が滲み出るマイクロプラスチック・ストーリーは世界の30

の映画祭に選定され、6つの賞を受賞しています。

2021年12⽉、待望の⽇本語吹替版が完成し公開されました。

＜資料編＞



【カフェテリア・カルチャー】

「マイクロプラスチック・ストーリー 〜ぼくらが作る2050年〜」をプロデュースしたカフェテリア・カル

チャーはニューヨーク市を拠点とする⾮営利の環境教育団体で、2009年にStyrofoam Out of 

Schools として創設され、ニューヨーク市の学校給⾷で使⽤されていた発泡スチロールのトレー廃⽌を

主導しました。それが全⽶10都市での廃⽌につながり、現在約年間５億枚の発泡スチロールトレーが堆肥

化できるトレーに変わっています。

団体ではニューヨーク市内の公⽴⼩中学校での環境教育プログラムを活動基盤とし、常に学校を拠点とし

た政策提⾔活動やプラスチック削減のキャンペーンを⾏なっています。常に、科学とデータに基づいた解

決策を⽣徒たち⾃⾝でデザインして⾏くこと、メディアやアート、ビジュアルを駆使してメッセージを伝えて

いくことをモットーに、⼦ども達が環境問題だけでなく様々な社会問題に対する⾃分たちの声を発信し、

アクションを起こすスキルを⾝につけるためのプログラムを提供しています。

URL : http://www.cafeteriaculture.org/

PLASTIC FREE LUNCH DAY ： http://www.cafeteriaculture.org/plastic-free-lunch.html

【マイクロプラスチック・ストーリー Ambassadors Japan】

株式会社スコープは、この映画を通じて多くの事実を学ぶとともに、

ニューヨークの⼦どもたちの⾏動に感動と勇気をもらいました。同時に、こ

の映画には、未来を変えていくパワーがあると感じました。私たちは、この

経験をたくさんの皆さまと共有し、この映画を応援しながらプラスチック削

減に向けた具体的なアクションを広げ、プラスチック汚染の無い2050年を

作っていくためにこのプロジェクトチームを⽴ち上げました。

HP : https://linktr.ee/microplastic.story_ambassadors

Instagram ： https://www.instagram.com/microplastic.story_ambassadors/

Facebook ： https://www.facebook.com/microplasticstory.japan

twitter : https://twitter.com/mpstory_japan

【株式会社スコープ】

⼩売りやメーカーの広告・販売促進を中⼼とした総合広告会社であるとともに、「企画で未来を変える。」

をスローガンに社会貢献企業としてソーシャルイノベーションに取り組んでいます。

代表取締役社⻑：横⼭ 繁

設⽴：1989年4⽉1⽇
所在地：東京都千代⽥区富⼠⾒2-10-2 飯田橋グラン・ブルーム 28階

企業サイト ： https://www.scope-inc.co.jp/

サステナビリティサイト：https://sdgs.scope-inc.co.jp/
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